


学十一周年記念祭 1959年具撃
日
軍
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神 戸 大 学

開

学

裏]
拶 
り`

マこ  
曖)

意

義

と
目

的

代

え

開
学
十
一

実
　
行

こ
こ
に
開
学
十

一
周
年
記
念
祭
を
持
つ
事
を
、
全
白
治
会
員
、
全
組
合
員
と
共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

不
幸
な
事
に
神
戸
大
学
が
六
つ
の
学
会
に
わ
か
れ
た
ま
ま
誕
生
し
て
以
来
、
統

一
さ
れ
た
開
学
記
念
祭
は
長
く

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が

一
昨
年
、
日
党
ま
し
く
発
展
し
て
来
て
日
本
で
唯

一
の
全
学
の
統

一
し
た
組
織

を
生
ん
だ
学
生
白
治
会
の
活
動
を
母
胎
に
し
て
、
遂
に
実
現
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
統

一
記
念
祭
の
三

回
目
に
当
る
訳
で
す
。
我
々
は
先
輩
達
の
残
し
て
く
れ
た
こ
の
輝
か
し
い
伝
統
を
発
展
的
に
受
け
継
ぎ
、
よ
り
高

い
、
独
創
的
な
文
化
の
創
造
の
為
に
開
学
記
念
祭
を
生
か
し
て
行
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

簡
単
に

「
よ
り
高
い
、
独
創
的
な
文
化
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
外
的
内
的
な
障
害
は
、
あ
ま
り

に
も
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
文
化
、
芸
術
が
、
そ
れ
自
身
の
必
然
的
な
発
展
に
よ
っ
て
既
成
の
社
会
体
制

を
非
難
す
る
傾
向
を
帯
び
て
来
る
や
否
や
、
た
ち
ま
ち
法
律
と
警
察
権
力
が
そ
れ
を
抑
え
つ
け
る
と
い
っ
た
あ
の

い
ま
わ
し
い
軍
国
主
義
的
傾
向
が
、
現
在
再
び
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
考
え
る
事
よ
り
覚
え
る
事
を
、

つ
く
る
事
よ
り
習
う
事
を
教
え
よ
う
と
す
る
教
育
の
傾
向

（
こ
れ
は
現
在
益
々
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え

ま
す
）
国
民
の
神
経
を
異
常
に
、
或
い
は
マ
ヒ
さ
せ
、
あ
げ
く
の
果
て
は
無
為
無
批
判
に
し
て
し
ま
う
マ
ス
コ
ミ

文
化
の
影
響
、
ま
た
、
権
力
者
達
か
ら

一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
常
識
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
私
達
に
し
み
こ
ん

で
来
て
、
と
も
す
れ
ば
安
慰
な
、
当
た
ら
ず
触
ら
ず
な
事
で
全
て
を
す
ま
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。

「
よ

り
高
い
、
独
創
的
な
文
化
」
を
創
造
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
は
最
初

の
、
そ
し
て
最
大
の
敵
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
言
い
か
え
れ
ば
、
真
に
独
創
的
な
文
化
の
創
造
と
は
、
こ
れ
ら
の
外

的
、
内
的
な
も
の
に
対
す
る
闘
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
と
言
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
為
に
は
是
非
と

も
強
力
な
組
織
の
力
が
必
要
で
す
。
こ
こ
に
、
組
織
の
力
で
文
化
を
生
む
開
学
記
念
祭
の
重
要
な
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
日
頃
各
自
が
、
或
い
は
各
ナ
ー
ク
ル
が
築
き
上
い
て
来
た
文
化
の
発
表
を
行
な
い
、
そ

れ
を
知
り
、
批
判
、
賞
讃
す
る
事
に
よ
っ
て
、
今
後
の
方
向
が
少
し
で
も
見
出
さ
れ
れ
ば
、
ま
た
、
日
頃
の
学
園

生
活
で
は
学
び
得
な
い
問
題
を
、
講
演
会
、
課
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
中
で
触
れ
る
事
が
で
き
た
な
ら
ば
、
ま
た
、
劇

場
で
は
見
る
事
の
で
き
な
い
映
画
に
接
し
、
新
し
い
何
か
を
つ
か
む
事
が
で
き
た
な
ら
、
開
学
記
念
祭
は
確
か
に

成
功
し
た
と
い
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
か
ら
新
ら
し
く
課
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
映
画
会
を
加
え
ま
し
た
。
ま
た
講
演
会
に
は
最
も
重
点
を
置
き
、
希

望
通
り
の
学
者
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
事
を
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
開
学
記
念
祭
は
、　
一
月
程
前
か
ら
毎
晩
遅
く
ま
で
学
校
に
残
り
、
印
刷
し
、
討
論
し
、
或
は
劇
、

歌
の
演
習
を
積
み
重
ね
て
来
た
多
く
の
学
生
の
努
力
の
結
果
、
迎
え
る
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
つ
け

加
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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日第

― サークル発表会V嚇 堂)

合   唱 …………第二課程オ ンチ ●コー ラス

ドジョッコフナッコ  川岸のベンチで

仲 間 達    オオ・ブレネリ

Sprechchor(会話劇)・……燿詈撃覇者患
ニア

「にあんちゃん」

人 形 劇…………………住吉児童文化部

「かえるの物語」
かえると牛 小野道風 京のかえると大阪のかえる

ピア ノニ重 奏

スカラムーンュ    、 ヨ ー 作 曲

教育学部音楽科合唱団

17 日 (日 )

第二課程 出場

(10.00-1.00)

球技大会 (校庭)

10,00

11.00

9.50

12.00

3.00

演  会 嚇堂)

「中立の経済的基礎について」

蒻車轟奇義授 小 野 義 彦

「文学者とし
‐C‐の社会問題」 ― 松サ1蹴判の鰤 れ ―

作 家 広 津 和 郎

立
日 楽  会 (堂識 課外ゼミナール

雉 子 が 哺 く

その他

四  重  唱

歌劇 「マノンタ」より

神大グリークラブ

黒人霊歌より

賛 助 出 演

ピア ノ独 奏

神大グ リークラブ

組 由 「月光とピエロ」

神大 交響 楽 団

歌劇セヴィリアの理髪師」序Flll  ロツシーニ作曲

ピアノ協奏曲 二短調K466  モーツァル ト作曲
ノくレエ組山 「眠りの森の美女」OP 66a

チャイコフスキー作山

下 総 院 一 作 曲

フ ロ ト ウ 作 曲

教育学部教官 武谷安子先生

スカルラッテ ィのソナタ

画映 「流血の記録 砂  川」

フ ィ ナ ー レ (前庭)

5.30

6.30
フォークダ ンス

閉 会  の 辞 開学記念祭実行委員長  河

一一課外ゼミナ=ル

俳  句  会

主催 俳 会

(10.30～12.00 会議室)

「安保条約改訂の経済的基礎J

主催 経済学部自治会

(3.00～5.00 217号教室)
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―一―解

うなひっそりと悲しい人間の姿を歌ったものであるが、

この組曲は二つの部分より成り立っている。

月`光、月の光の照る辻に、ピエロさびしく立ちにけり

だが彼の愛人のコロンピースの姿は影も形も見えない。

涙を流すピエロを浮き彫りにする。

秋`のピエロミ仮会、恋人が居ずともピエロは笑わねば

ならない。しかし身すき世すぎの是非もなく、おどけた

けれども…、わがピエロは真実の涙をこぼすのである。

ピ`エロ、お白粉を厚くぬった白い顔、紅をつけた赤い

唇。おどりて明かるく笑うピエロの顔は、しかし乍ら何

とさびしいことであろうか。ピエロは月の光である。月

の光は、白く明かるく見えるけれども又何とさびしく感

じられることか/             _

ピ`エロの嘆き、かなしからずや身はピユロ。月の嬬 (

やもめ)の 父無し児。月は美空に身はここに、身すぎ世

すぎの泣き笑い。組曲中、最も美しいハーモニーに、揺

られて流れる施律に、我々は思わず涙する。

月`光とピエロとビエレットの唐草模様ミピエロ、ビエ

ンットという合の手でリズムを刻みながら美しい施律が

歌われ、次第に感情が高まり、組曲の終結にふさわしく

歌い踊るピエロとビエレットの生き生きとした姿を描き

出している。

奏   演  (神 戸大学校響楽団)

ロツンーニ :歌劇 「セヴィラの理髪師」序曲

ピアノ独奏       木村 洋子

指   揮       長谷川昌治

この 「セヴィラの理髪師」は1781年にモーツアル トに

よって作曲された 「フィガロの結婚」と対をなすもので

フィガロが結婚する前の話が題材となっている。この山

が1755年に発表されているので、言ってみれば話の順序

が逆になっているというわけである。話の筋は、セヴィ

ラの医師バルトロの家に、彼の後見としている美しい娘

ロンーナがいて、アルマヴィヴァ伯は、その美しさにす

っかり参ってしまう。ところがバルトロも彼女を愛し、

あわよくば結婚しょうとしている。そこでアルマブィヴ

ァ伯は、理髪師で町の人気者フィガロを説きつけてロン

ーナとの仲をとりもってもらう。ところがバル トロは一

計を案じて伯の手紙を種にしてロジーナの嫉妬′と、をあお

り、自分との結婚を約束させるが、最後にその嘘がばれ

フィガロの奮斗が巧を奏して伯とロジーナは、目出度く

結婚する事になり、パルトロはロジーナの持参金と同額

のものを伯からもらう事になって満足するという筋であ

る。ところでこの序曲は、実はこの曲のために書かれた

ものではないのである。初演に間に合わなかったとも、

又紛失したのだともいわれるが、作曲者ロッンーニは前

年書いたオペラ 「Elisabeta Regina d′InghJterra」の序

曲をもって急場をしのぐために代用したのであった。と

ころがこれがまた名曲であったので、商来そのまま今日

まで使われ単独でも、演奏会の曲目の中にしばしば入れ

られる。全体はソナタ形式で書かれ明るい、楽しいイタ

リアの喜歌劇の典型的な気分を出している。

モーツアル ト :ピ アノ協奏山二短調 K466

1785年ウィーンに於いて書き上げられた。この年に人

ってモーツアルトの生活は苦しさを力Πえ、出版屋に前借

りを申し込んでいる手紙すら見られる。この事は当時の

彼の作品の緩除楽章に於いて、奥深い心の底を表わす

ように神損秒茫たる情緒を繰り展げられている事にもみ

られる。又当時は協奏山本来の目的は、演奏家の技巧を

充分に誇示せしめんが為に、特華麗なイタリア様式が浸

透していた時代で、楽曲が華やかであることは,さ須条件

とされていた。従ってややもすると暗い気分に陥り易い

短調の曲が、これに相応しくなかった事はいうまでもな

い。加うるに、この曲に於いては極めて緊密な構成を用

い、技巧の駆使より音楽的な内容に迄かに重点がおかれ

ている。これは当時の協奏lH様式からみれば口∫成りn.l破

りであった。初演は翌1786年彼自身により、予約演奏会

において行われた。

チ ヤ イ コ フス キー :

パレエ組曲 「眠りの森の美女」作品 66a

「眠りの森の美女」は有名なフランスのお伽申i作者ンャ

ルル●ベローの名高いお噺集の中に収められている名作

の一つで、1888年チャイコフスキーがロンア皇室劇場の

総監から帝室劇場用の新作パレー創作の依頼を受けて書

いたもので、3年前に大作 「白,烏の湖」を書いた彼は、

大乗気で作曲にかかり、ここはどのくらいの長さのもの

で、何拍子でというような注文に応じながらも美しく白

然に湧き出た様な旋律が書けたという事は、驚異の外な

い。この物語の美女というのは世間なみの妻や娘ではな

く、三女なので、 「眠りの姫」 「眠るお姫様」といった

方がピッタリする。全曲は三幕四場充分に一夜の曲目を

充たす大作で、パレエとしても全曲通しの公演を行う事

は普通のパレー団などが容易に企てうることではなく、

西欧諸国ですら最初から完全な全f抽の形で紹介されたの

ではなく、 「青い鳥のパ●ドウ●ドゥーJと か、 「オー

ロラの結婚中のオーロラの王子とパ・ドウ・ドゥーJな

どのほんのひとくさりの抜率が踊られたにすぎない。又

交響楽団公演曲目の出し物とする場合は、この大作中か

ら五曲を抜いて、演奏会用に改めた組曲作品66のaに限

られている。本日はこの中からさらに抜率して三曲演奏

する。
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